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先週は「皆さんの知っている秘密を

少し教えてください。」がお題でした。

切符の秘密、いちごの秘密など、校長

先生も知らない秘密がたくさんあり

ました。ありがとうございました。 

さて、先週から「大寒」といって、

一年間で一番寒い日に入っています。

冬の真っ最中ですが、皆さんは冬と聞

いて何を思い浮かべますか？少し周

りの人と聞き合ってみてください。 

そう、雪という声がたくさん聞こえ

てきました。実は校長先生は箕面の山

に住んでいるのですが、やはり山なの

で雪がたくさん降ります。20センチぐ

らい積もったときは、子どもとそり遊

びもしました。 

雪といえば、大阪市出身の偉大な詩

人三好達治さんの詩が有名です。三好

さんは、小学生の時は大変体が弱く、

あまり学校に通えなかったそうです。

でも本をたくさん読んだおかげで、と

てもかしこかったそうです。 

雪 三好達治 

太郎を眠らせ 

太郎の屋根に雪降りつむ 

次郎を眠らせ、 

次郎の屋根に雪降りつむ 

では、まずは全員で音読しましょう。

次に、前半１３５年、後半２４６年。

その逆もしましょう。今度は前半男子、

後半女子。またその逆もしてみましょ

う。いいですね。だいぶ情景がうかび

あがってきたようですね。では、まわ

りのお友だちと、聞き合ってみてくだ

さい。なお、物語や詩を読むときに、

こう読まないといけないという正解

はありません。言葉に寄り添って、自

由に読み描けばいいのですよ。 

 

では、みなさんはどんな雪景色を思

い浮かべましたか？ 

①～④の中から選んでみてくださ

い。どれも同じぐらいの人数になりま

したね。では、少し質問をしてみます。

まず、太郎と次郎は兄弟なのでしょう

か？聞き合ってみてください。 

続いて、誰が太郎と次郎を眠らせて

いるのでしょうか？聞き合ってみて

ください。 

いろんな意見がでてきましたね。そ

れを今週のお題とします。皆さんが、

この詩から思い描いたものを、書いて

みてください。 

以上で校長先生のお話を終わりま

す。今週も最後まで聞いていただき、

ありがとうございました。 

 

 


